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（一社）全日本特殊鋼流通協会
2020年「新年賀詞交歓会」開催

全特協では2020年1月21日（火）、東京
都千代田区の経団連会館2階ホールで

「2020年新年賀詞交歓会」を開催した。
来賓、正会員、賛助会員など約400

名が参加した新年賀詞交歓会の冒頭で
佐久間貞介会長（佐久間特殊鋼・代表
取締役執行役員社長）は、昨年の特殊
鋼業界について、「物流・諸資材・エ
ネルギーなどのコスト上昇に対し、採
算面で苦慮した一年だった」と振り返
り、「今後は物流経費などのコスト増
へ業界全体として対応が重要視され
る」と述べたほか、毎年のように発生
し、サプライチェーンにも大きな影響
を与える大規模災害に「業界全体とし
てリスク対応策を考えていく必要があ
る」と問題提起した。

今年の協会の取り組みとしては、中
核的事業にあたる「特殊鋼販売技士研

修講座」におけるWEB化の推進や「取引
適正化」など業界健全化を目的とした
各種セミナーの推進など抱負を語った。

ご来賓を代表された経済産業省製造
産業局の蓮井智哉金属課長は、自動車
業 界に大 変革をもたらすとされる
CASEについて、「この不可逆的な変革
をむしろビジネスチャンスと捉え、先
手を打っていくことが
求められている」と見通
しを示した。取引適正
化についてはガイドラ
インと策定中の自主行
動計画に触れ、今後の
成果について期待を示
し、「さまざまな成長、
発展のベースは事業の
安全」と強調し、各社へ
安全対策について重ね

て要望した。
その後、中長期的に取り組むべき3

つの課題を示しながらあいさつされた
樋口眞哉・特殊鋼倶楽部会長（山陽特
殊製鋼・代表取締役社長）のご発声で
乾杯し、碓井達郎・東京支部長（碓井
鋼材・代表取締役）による中締めまで
活気あふれる懇談が行われた。

コスト増への対応や災害対策、新たなシステムでの人材育成など
より魅力ある団体としての取り組みが呼びかけられる
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本日はお忙しいなか、経済産業省金
属課長の蓮井智哉様、特殊鋼倶楽部会
長の樋口眞哉様をはじめ、多くの御来
賓の方々に御臨席賜りまして誠にあり
がとうございます。心より御礼申し上
げます。

昨年の特殊鋼業界は、メーカー・加
工業者・流通業者とも全てが物流・諸
資材・エネルギーなどのコスト上昇に
対して原価低減、価格転嫁が十分に進
まず、採算面で苦慮した一年でありま
した。自動車大手は鉄鋼大手に対して、
原料以外の諸コスト上昇への理解を示
されているものの、今後は物流経費を
はじめとしたコスト増への業界全体と
しての対応が重要視されると考えてい
ます。

また、台風・大雨などの自然災害は
特殊鋼業界にも及び、お客様へのサプ
ライチェーンにも大きな影響を与えま
した。今後は、毎年のように発生する
大規模な災害へのリスク対応策を、
個々の企業だけでなく、業界全体とし
て考えていく必要があると思います。

さて、2020年の見通しとしてはオリ

ンピック・パラリンピックイヤーの年
でもあり、明るい話題もありますが、
すでにいろいろな場所でお話をお聞き
になっているように、昨年後半に引き
続き今年は昨年以上に厳しい環境が続
くものと見込まれます。それに加えて
地球的規模で解決しなければならな
い、人口爆発、食料危機、環境破壊、
貧困格差などの課題への対応が求めら
れています。特殊鋼業界最大の需要家
先である自動車業界さんもCASEとい
う大きな4つの新しい波への対応を迫
られ、100年に一度といわれる変革期
を迎えています。大量生産・大量消費
の時代は終焉し、持続可能な社会づく
りに対応した大変革があらゆる業界に
共通して求められています。しかしピ
ンチはチャンスでもあります。このよ
うな大変革時代には新しく出現するあ
らゆるステージで、機能材料としての
特殊鋼の出番はますます増えてくると
思われます。日本のものづくりを支え
るためにも健全な成長が出来る業界を
築いていかなければなりません。当協
会も少しでもそのお手伝いができるよ

うな活動を続けてまいります。
当協会の事業としましては、昨年来、

事業の見直しを図りこれまで以上に魅
力ある事業を行うように取り組んでま
いりましたが、2020年は特に、中核的
事業にあたる「特殊鋼販売技士研修講
座」においてWEB化の推進と、更に新
しいスタイルの研修システムの導入を
図ってゆきたいと思っています。これ
は、利便性の高い研修講座として、会
員各企業で取り組まれている働き方改
革にも寄与するものと考えておりま

す。また、国のご支援を受け、
特殊鋼倶楽部様と共催で実施
しております「取引適正化」な
どの業界健全化への取り組み
を目的とした各種セミナーを
推進してまいります。2020年
も、一企業だけでは中々対応
することが難しい課題解決へ
の取り組みを、団体活動を通
じて更に積極的に実施してま
いります。

結びといたしまして、ここ
にお集まりいただいておりま
す皆様のご健勝と特殊鋼業界
の益々の発展を祈念いたしま
して、新年のご挨拶とさせて
いただきます。

（一社）全日本特殊鋼流通協会　会長　佐久間貞介
全特協会長　年頭のあいさつ

物流経費などコスト増や大規模災害へのリスク対応策、
研修講座のWEB化、取引適正化など業界健全化を推進する一年に
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（一社）全日本特殊鋼流通協会　新年賀詞交歓会

経済産業省製造産業局　金属課長　蓮井智哉 様
ご来賓祝辞

自動車業界の変革「CASE」をビジネスチャンスと捉え、先手必勝で
ビジネスの成長、発展のベースである「事業の安全対策」を万全に

令和初のお正月を迎えましたが、振
り返ると平成の時代、わが国の製造業
はバブル崩壊、リーマンショック、自
然災害と幾多の困難に直面しながら
も、その品質力や技術力で乗り越えて
きました。なかでも特殊鋼は、自動車、
航空機など高い信頼性が求められる分
野の中核素材です。わが国のものづく
り製造業は、まさに、その品質で競争
力を、非常に厳しい状況の中でも維持
しているところですが、そこを支えて
おられるのが特殊鋼です。その背後に、
加工や商社機能による付加価値の提供
など、流通の皆様方のお力があること
は論を待たないところです。

足元の特殊鋼業界の状況は非常に厳
しいとうかがっておりまして、海外経
済の減速、ユーザーニーズの多様化、
新興国の追い上げなど数多くの挑戦が
待ち受けていますけれども、日本の特
殊鋼業界の皆様のすぐれた対応力によ
り、必ずやこれらの課題が克服され、

さらにますます発展をされるものと確
信しているところです。

喫緊の課題として、グローバル経済
の変化への対応というのが求められて
いるところです。米中対立の激化は
やっと第一弾の合意に達したところで
すが、保護主義的な動きが広がり、1
月末以降はブレグジットなど、いろい
ろこのあと政治的な動きもあります。
米国大統領選もありますが、引き続き
国際展望は不透明さを増しているとこ
ろです。

これまでもわが国はTPP11、日EU
のEPA、さらには1月1日に発効した
日米通商協定といったものを通じて、
質の高い自由で公正なルールに基づく
国際経済体制を、これまでも主張して
きましたし、今後も主導していきたい
ということです。

先ほど、佐久間会長からもお話がご
ざいました「CASE」という非常に不可
逆的な世の中の革命的な動きがありま
すが、この主要な需要先である自動車
産業の変革を、むしろ皆様方のビジネ
スチャンスと捉えることで先手を打っ
ていくということが求められていると
理解をしています。

今年は特に5Gという次世代通信規
格。これが一層加速しているところで
す。当省としても昨日開会した通常国
会において、まず5Gを促進するため
の税制の措置というものがあり、さら
にそれを促進するための法律を今国会
で出させていただいているところで

す。こういったことを通じて、産業界
の皆様方の取り組みを全力で後押しし
たい。こうした取り組みが皆様方のお
仕事につながっていくということを、
われわれとしてもなんとか努力してま
いりたいと考えています。

一方、皆様方に日頃お願いしている
ところが、取引の適正化です。とりわ
け当省として働き方改革が進んでいる
わけですが、それに伴うしわ寄せがい
かないようにするという取り組みを進
めているところです。金属業界におい
ても、金属産業取引適正化のガイドラ
インを受けて、いま自主行動計画の策
定に向けて取り組んでいただいている
ところです。これが、間もなくいろい
ろな成果が上がってくるとうかがって
います。引き続き、この取引適正化の
取り組みについてもお願いしたいと考
えています。

いろいろ申し上げてまいりました。
こういった、さまざまな社会的な課題
ですが、その大前提、ベースにあるの
はなによりも事業の安全です。金属業
界全体でもいろいろなオペレーション
の中で、さまざまなことがあろうかと
思いますが、なによりも安全なビジネ
スをやっていただくことが今後の取
引、あるいはビジネスでのさまざまな
成長、発展の大前提だと思います。ぜ
ひ、引き続き安全対策については重ね
てお願いしたいと思います。
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特殊鋼業界の
足元は大変厳し
い状況になって
います。今年も

特殊鋼倶楽部として中長期的にやって
いかないといけない課題が3つあると
思っています。

一つは特殊鋼というものをよく知っ
ていただきたいということ。これまで
も、石黒前会長のもとでポスターを
配ったりしながら「実はすごいんだよ、
日本の特殊鋼は」と言っていたのです
が、今年も引き続き進めてまいりたい。
それから、人材の確保、育成です。全
特協の特殊鋼販売技士もそうです。充
実したテキスト、講師を含めて勉強し
ていただいて、特殊鋼のよさを知って
いただく。

3つ目は、経産省の蓮井課長からも
お話があったとおり取引の適正化で
す。サプライチェーンのあらゆるとこ
ろで取引をキチンと適正化していく動
きを、粘り強くやっていきたいと思い

ます。この3つが主要課題と思っていま
す。3つの課題いずれも、全特協のみ
なさんと手を携えながら、中長期観点
で地道に進めてまいりたいと思います。

（一社）特殊鋼倶楽部　会長　樋口 眞哉 様
乾杯ご発声

特殊鋼の周知・啓発、人材育成、取引適正化
3つの課題を全特協と連携しながら進めていきたい

2020年は、み
なさんの思惑通
り に 物 事 が 運
び、ニンマリと

ほほ笑むことができるように元気よく
三本で締めたいと思います。三本締め
とは、三拍子が3回と一本の締めで9回
締めて丸という形になります。みなさ
んが三重丸になるように健康で、会社
もご繁栄、それから経産省の蓮井課長
もおっしゃったとおり、会社のみなさ
んの安全を祈念して三本締めしたいと
思います。それでは、威勢よくスタン
スは肩幅に開き、背筋を伸ばして、お
手を拝借（三本締め）。

（一社）全日本特殊鋼流通協会　東京支部長　碓井達郎
中締めあいさつ

2020年も健康と会社の事業の安全を祈念して
思惑通りにほほ笑むことができるような年に
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開催日時：2020年1月6日（月）
開催場所：リーガロイヤルホテル（大阪市北区）
出席者：約770名

［大阪ステンレス流通協会、特殊鋼倶楽部大阪支部との3団体共催］

冒頭、3団体を代表してあいさつに立った特殊鋼倶楽部大阪支部長の
平林一彦・大同特殊鋼常務執行役員大阪支店長が、「台風などの自然災
害や長引く米中貿易摩擦などの国際経済問題で、2016年半ばから2年半
続いた好景気が減速し、特殊鋼の需要も様変わりした」と昨年を振り返
りながら「いい年があれば悪い年もガマンの年もある。特殊鋼の生産ト
レンドは30年間で3割増加しており、中長期展望では世界的な需要増は
間違いない。技術力も世界一を維持しており、未来は明るい。特殊鋼業
界も3団体が1チームとなって未来に向けた魅力ある産業・業界へもって
いこう」と呼びかけた。来賓を代表して近畿経済産業局の西野聡産業部
長があいさつを述べた後、久木田至支部長（桜井鋼鉄・代表取締役社長）
が登壇し、「平林支部長からは“メーカーは過去2年半の好景気”と言われ
ましたが、流通は5年間ぐらいいいときが続いたのではないか。そのときの力を糧に来たるべきジャンプに備えて、いまは未
来に備えて腰をかがめるとき。遠くに明かりは見えています、ご安心ください」とあいさつし、乾杯を行った。

各支部でも新年賀詞交歓会

東 京 支 部
開催日時：2020年1月21日（火）
開催場所：経団連会館 2階ホール

出席者：約400名
（一社）全日本特殊鋼流通協会との合同開催

大 阪 支 部

名 古 屋 支 部
開催日時：2020年1月8日（水）
開催場所：名古屋観光ホテル
出席者：約450名

［名古屋ステンレス流通協会、特殊鋼倶楽部名古屋支部との3団体共催］

冒頭、三団体を代表して主催者あいさつに立った松岳大樹支部長
（トーキン・代表取締役）は、「平成から令和へと時代が変わった昨年も、
数々の自然災害に見舞われたほか米中貿易摩擦やブレグジット、悪化
する中東情勢などにより先行きは見通しがたく、市場環境は厳しい」
と述べた上で、ラグビー W杯日本代表のチームスローガンで、昨年の
流行語大賞にも選ばれた『ONE TEAM』の精神を引きながら、「メー
カー、商社、流通とポジションは異なるが、目的を一つにすれば新し
い課題を乗り越えられるはず」と呼びかけた。

続いて、来賓を代表して経済産業省中部経済産業局産業部の岡本正
弘部長があいさつした後、深津和也・特殊鋼倶楽部名古屋支部長（愛
知製鋼・執行役員）が乾杯のご発声をされ懇親会を開催。中締めは、
山下良隆・名古屋ステンレス流通協会理事長（リンタツ・代表取締役社長）が行い散会となった。

▲（左から）あいさつする松岳支部長、岡本部長、山下理事長

▲�深津支部長による乾杯のあいさつ

▲（左から）あいさつする久木田支部長、平林支部長、西野部長

▲�久木田支部長による乾杯のあいさつ
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開催日時：2020年1月17日（金）
開催場所：仙台国際ホテル
出席者：54名

冒頭、横山大支部長（横山鋼業・代表取締
役社長）より自然災害が多かった平成から令和
に入った昨年の自社を含む郡山の台風19号被
害の状況を報告、多くの方からの心遣いに御
礼を述べた。東北支部の活動と今年度の活動
計画を報告し、東北支部での特殊鋼販売技士
研修講座で優秀な成績者を出したことを披露
した。その後、来賓の大島康宣氏（大同特殊鋼・
工具鋼部営業室長）があいさつ、特殊鋼販売
技士講師を務める武田裕正（東特興業・代表
取締役社長）による乾杯で懇親会に入った。終
始和やかな雰囲気で進む中、全日本特殊鋼流
通協会大沼浩之総務部長が中締めし、懇親会
は盛会のうちに散会した。

東 北 支 部

▲�会場の様子

開催日時：2020年2月18日（火）
開催場所：太田商工会議所
出席者：23名

鈴木至典支部長（鈴木機械・代表取締役）は冒頭あいさつで、「昨年はこの場で『まだら模様の景気』として、新元号やオリンピッ
クの開催ということで期待を持っていた１年だったが、（昨年は）自然災害の影響を受け、この地域でも会社や従業員の方の自
宅が水没するなど非常に厳しい１年だった。今年に入りコロナウイルスや景気も非常に悪い状況が続いており、今年１年も厳
しくなるのではないか」と述べた。今後については「最近よく聞く『共生』をキーワードにやっていかなければならない時代だと
考えている。同業の皆さんと集まる会は混沌とした時代には『共生』という意味で重要な会だ。皆さんと協力しながら北関東支
部を盛り上げていきたい」と締めくくった。

賀詞交歓会に続いて開かれた市況説明会では、大島康宣氏（大同特殊
鋼・工具鋼事業部東京営業室室長）が登壇し、今後の市場環境について

「不透明感は払拭できず、本格的な回復には時間を要し、我慢の年にな
るのではないか」と説明した上で「世界的に見ても
特殊鋼の需要は増加している。流通の皆さまには
需要の掘り起こしをお願いしつつ、われわれは技
術力で応えるという環境を一層深めていきたい」と
述べた。

その後開かれた懇親会では、長谷川弘和副支部
長（長谷川ハガネ店・代表取締役社長）が中締めの
あいさつを行い散会した。

北 関 東 支 部

▲あいさつする鈴木支部長 ▲ 大島氏による市況説明

◀（左から）あいさつする横山支部長、 
大島室長、武田社長
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九 州 支 部

開催日時：2020年1月7日（火）
開催場所：ANAクラウンプラザホテル
出席者：212名

［九州ステンレス流通協会との共催］

来賓の瓦井隼人氏（山陽特殊製鋼・九州
営業所長）の「経済は昨年減速しましたが、
スポーツ界ではスマイルシンデレラが話題になり今年は皆様で笑える年
にしていきましょう」との挨拶後、乾杯の音頭を取り和やかな懇親会に
入った。大いに話がはずむなか、福原實晴副会長兼西日本ブロック長が「大
阪弁で一番親しまれているのが「おーきに」という言葉です。感謝の気持ちを持って業務に励みましょう」と述べ、三三四拍子
を三本指・四本指・五本指で行い、盛り上がるなか閉会した。

▲�福原副会長による
中締め

▲�▶�瓦井氏による
乾杯

開催日：2020年2月21日（金）
開催場所：静岡グランドホテル中島屋
出席者：17名

冒頭、原博康支部長（東泉鋼機・代表取締役）は「新
型肺炎COVID19の感染拡大が懸念され今年最大のイ
ベントである東京オリンピックの開催に影響を与え
かねない」と始まり「静岡支部の2020年度の事業は春
に特殊鋼販売技士3級講座を、冬には1級講座を開催するので皆様のご協力
を」とあいさつした。

続いて中日本ブロック長の櫨巳芳副会長（辰巳屋興業・代表取締役）が「先
日の三役会議で全国から集まるリスクを考慮し『全国ボウリング大会』の中
止を決定。COVID19対策にはマスク着用・手洗い・ウガイの励行が重要」と
述べた後、乾杯の音頭を取り懇親会がスタート。盛況のうち三上裕介副支
部長（ノボル鋼鉄・取締役静岡支店長）の中締めで散会した。

静 岡 支 部

▲あいさつする原支部長 ▲▶櫨副会長による乾杯

▲和やかに進む懇親会

中 国 支 部
開催日時：2020年1月29日（水）
開催場所：シェラトングランドホテル広島
出席者：39名

増田厚子副支部長（南海鋼材・広島事業所所長）の
司会のもと、木村雅昭支部長（深江特殊鋼・代表取締
役）が、「景気を変えることはできないが、自分たち
の行動を変えることはできる。ここに集う仲間との信頼をさらに深め、
各社の魅力を再認識し、互いにビジネスを磨き合うことで、共に発展し
ていく1年にしていきたい」とあいさつ。続いて、瓦井隼人氏（山陽特殊製
鋼・広島支店長）の乾杯で懇親会がスタートした。

和気あいあいと会は進み、福原實晴副会長兼西日本ブロック長（南海鋼材・代表取締役社長）の中締で、盛会のうちに散会となった。

▲和やかに進んだ会場

▲あいさつする木村支部長
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新型コロナ拡大受け、開催を中止
来年度開催も検討、詳細が決定次第お知らせします

全特協では、2020年2月29日（土）に品川プリンスホテルボウリングセンターで開催を予定していた「第4回 全国ボウリング大
会」について、新型コロナウィルスによる肺炎の感染拡大に対する社会的懸念が高まっていることを考慮し、2月19日、その開
催を中止することを決定しました。

全国大会への出場を楽しみにされていたプレーヤーの皆様、また大会運営に向けてご準備いただきました報道・役員・委員
会・事務局の皆様には、大変申し訳ございません。感染拡大の抑止と
皆様の健康を守るため、開催中止にご理解のほど、よろしくお願いい
たします。

すでにご購入された交通費については、払戻手続きをしていただい
た上、払戻手数料を差引いた残金を、指定口座宛にご返金いただきた
くよう、ご案内しております。お手数をおかけして大変恐縮ですが、
ご協力のほどお願い申し上げます。

来年度（2020年度）の全国ボウリング大会の開催については、4月上
旬の経営効率化委員会で、時期や場所、出場チームの選出方法など詳
細を検討させていただき、改めて会員の皆様にご案内を差し上げます。
今後とも、協会事業にご理解ご協力を賜りたくお願い申し上げます。 ▲毎年、各支部の強豪が集って熱戦が繰り広げられる全国大会

台風19号に伴う災害義援金を
日本赤十字社に寄付

会員81社から寄せられた浄財433万円
被災者の復興に役立てられるよう要請

全特協は2020年1月21日（火）、「令和元年東日本台風（台風19
号）」の被害に向けた災害義援金433万円を日本赤十字社に寄
付し、佐久間貞介会長から同社事業局パートナーシップ推進
部調整監の野口良樹氏に義援金目録を手交した。

全特協ではこれまでも、社会貢献活動の一環として大規模
災害発生時の被災者支援として、正会員・賛助会員各社から
浄財を募り、日本赤十字社に災害義援金を寄付してきた。
2004年11月には新潟県中越地震災害を対象に50万円、2011年
7月には東日本大震災の被災者支援・復興に向けて2000万円、
2018年8月の西日本豪雨災害への776万円が、その実績である。

昨年10月12日、大型で強い勢力で伊豆半島に上陸した台風
19号は、関東地方と福島県などの東北地方を縦断し、記録的
な大雨から各地で水害や土砂災害が多発。全国での89名の死
者行方不明者を出したほか、9万3000棟以上の建物被害を発
生させ、災害救助法適用自治体が14都県390市区町村にのぼるなど、東日本大震災を超えて過去最大の広範囲での災害となった。

▲�災害義援金目録を手交する佐久間会長

「第4回 全国ボウリング大会」中止のご案内
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▲「防災・減災プロジェクト」啓発用ポスター

全特協ではこの被害状況を重く受け止め、これまでの実績も鑑みて会員企業81社から義援金を募り、その結果、宮城県と福
島県で被災した会員企業2社に見舞金を贈呈した上で上記金額を日本赤十字社に寄付することができました。このたびの台風被
害で被災された皆さまに、心よりお見舞いを申し上げるとともに、一日も早い復旧、復興をお祈り申し上げます。また、義援金
をお寄せいただいた会員の皆様方のご厚情とご協力に、心より感謝申し上げます。

深刻な自然災害が多発する近年
企業、業界としても防災意識を高くもとう

日本赤十字社の野口氏からは「災害義援金は赤十字の事
業費とは別会計で、すべてが被災者に配分される」と説明
があり、「昨年11月末で全国から約60億円をお預かりして
いる。今回は非常に広範囲にわたる災害なので各県で義援
金配分委員会をつくり、被災状況に応じて送金している。
その状況はホームページで公表している。皆さまのご厚意
を確かにお預かりしたとお伝えください」と謝意が伝えら
れ、佐久間会長も「しっかりと被災者に届けていただいて
復興に役立ててください」と述べた。

野口氏からは、日本赤十字社が東日本大震災が起きた3
月を中心に全国で取り組んでいる「防災・減災プロジェクト
〜私たちは、忘れない。〜」（公式HP http://jrc-tsudukeru.
jp/）についても説明があった。「赤十字の活動資金となる
寄付も募っているが、防災・減災への意識をいま一度高めるために企業・団体で啓発用ポスターを貼ってもらったり、ホー
ムページにリンク掲載などの協力をいただきたい」と要請された。佐久間会長も「近年、企業も業界も防災を意識して考える
必要性があると感じている。是非、検討する」と前向きに応じ、その後、全特協ホームページ（http://www.zentokkyo.
or.jp/）に日本赤十字社の同プロジェクトへのリンクバナーを設定。広報、周知へ一役買っている。

▲�佐久間会長、宮崎専務理事から協会事業などについて説明
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理事会・委員会報告

■運営委員会
○第28回運営委員会
日　時：�2020年1月21日（火）15：30 〜 16：50　�

於：大手町・経団連会館4階　室町の間
内　容：①2020年度の事業方針と同年度の予算について
　　　　②第8回定時総会について
　　　　［報告事項］�①�2019年台風第19号災害義援金及び 

災害見舞金
②本部事務所移転の進捗及び日程
③支部報告、各委員会報告

■経営効率化委員会
○第18回経営効率化委員会
日　時：�2019年12月4日（水）15：00 〜 17：00　�

於：安保ホール
内　容：�①前回経営効率化委員会の議事録報告について

②�全国イベント「第4回全特協全国ボウリング大会」
の日程について

③�経営者・実務者セミナーの特殊鋼倶楽部との共催
について

④2020年度事業計画及び予算について
⑤自由討論について
⑥次回委員会日程について

■調査研究委員会
○第27回調査研究委員会
日　時：�2019年12月12日（木）14：45 〜 17：00　�

於：名古屋・JPタワー
内　容：�①特殊鋼流通統計調査について

②第91回（7-9月）景況アンケート調査報告について
③第92回（10-12月）景況アンケートの設問について
④�第18回経営環境等に関するアンケートの設問に
ついて
⑤2020年度事業計画及び予算について
⑥次回委員会日程について

■内外交流委員会
○第14回内外交流委員会
日　時：�2019年11月14日（木）16：00 〜 17：30　�

於：ホテルサンバレー富士見会議室
内　容：�①2019年度事業及び予算の実績見込について

②2020年度事業計画（案）及び予算（案）について
③2020年度の海外視察（案）について
時期：8/29 〜 9/5
行先：オーストリア・ハンガリー
④次回開催日程について

■人材育成委員会
○第20回人材育成委員会
日　時：�2019年11月27日（水）15：00 〜 17：00　�

於：安保ホール
内　容：①第19回の人材育成委員会議事録報告について

②2019年度販売技士2級受講・受験・合格者数について
③�2019年度販売加工技士・販売技士研修講座実施状
況について
④西日本ブロックのWEB講座について
⑤�将来の研修制度の在り方及びアンケート調査に
ついて
⑥�2020年度の事業計画（案）及び予算（案）について
⑦西日本ブロックの依頼事項について
⑧次回開催日程について

［特殊鋼販売加工技士検定試験委員会］
日　時：�2020年2月10日（水）　15：00 〜 16：00　�

於：安保ホール
内　容：①過去の合格率及び問題別得点率について

②改訂版テキスト正誤表について
③2019年度の販売加工技士講座実施状況について
④�2019年度特殊鋼販売加工技士「上級編」検定試験
の問題選定について
⑤�検定試験、採点及び合否判定など加工技士研修
のスケジュールについて

■広報委員会
○第21回広報委員会
日　時：�2020年2月19日（水）15：00 〜 17：00　�

於：安保ホール
内　容：①�広報誌「すてぃーる70号」の記事校正確認等につ

いて
②広報誌「すてぃーる71号」の記事内容等について
③2020年度事業計画案及び予算案について
④協会案内の作成について
⑤日赤HP（防災・減災PJ）のリンクバナーについて
⑥次回委員会日程について

■青年部会
○第20回青年部会正副部会長会議
日　時：�2020年2月4日（月）　15：30 〜 17：00　�

於：大阪・鐵鋼會館
内　容：①第21回運営委員会の内容について

②第8回定時総会の内容について
③はがねの日記念、PR小物品の作成・送付について
④2020年度事業計画案及び予算案について
⑤その他




